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近
代
日
本
研
究
第
三
十
四
巻
（
二
〇
一
七
年
）

研
究
ノ
ー
ト

二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育

―
―
佐
野
甚
之
助
の
文
献
か
ら
―
―

ナ
ビ
ン

ク
マ
ー
ル

パ
ン
ダ

は
じ
め
に

二
〇
世
紀
の
初
頭
に
イ
ン
ド
で
も
日
本
語
が
教
授
さ
れ
た
こ
と
が
、
多
く
の
先
行
（
1
）

研
究
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、H

ay

が
「
一
九
〇
五
年
に
ラ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト
（
タ
ゴ
ー
ル
）
が
日
本
に
柔
道
及
び
日
本
語
の
教
師
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
佐

野
甚
之
助
が
そ
の
依
頼
に
応
じ
、
イ
ン
ド
に
長
期
間
滞
在
し
た
」（
筆
（
2
）

者
訳
）
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
日
本
語
教
育

を
導
入
し
た
の
は
タ
ゴ
ー
ル
で
、
そ
の
教
壇
に
立
っ
た
の
は
佐
野
甚
之
助
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

タ
ゴ
ー
ル
研
究
で
有
名
な
我
妻
和
男
が
さ
ら
に
歩
を
す
す
め
、「
一
九
〇
五
年
に
は
、
河
口
慧
海
と
タ
ゴ
ー
ル
の
間
の
話
で
、

福
沢
諭
吉
の
推
薦
に
よ
っ
て
柔
道
及
び
日
本
語
を
教
え
に
佐
野
甚
之
（
3
）

助
が
」
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
と
述
べ
、
タ
ゴ
ー
ル
と
佐
野
甚
之
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助
の
間
の
つ
な
が
り
を
示
唆
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
記
載
は
単
な
る
表
面
的
な
言
及
だ
け
で
あ
り
、
日
本
語
教
育
研
究
で
頻
繁
に
出
さ
れ
て
い
る
基
礎
的
な
問

題
提
起
、
即
ち
、
㈠
こ
の
時
期
に
、
イ
ン
ド
で
日
本
語
教
育
が
何
の
目
的
で
導
入
さ
れ
、
ど
こ
で
教
え
ら
れ
た
か
、
㈡
佐
野
甚
之

助
が
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
タ
ゴ
ー
ル
に
紹
介
さ
れ
、
イ
ン
ド
へ
来
た
の
か
、
㈢
日
本
語
教
育
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
実

行
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
題
は
イ
ン
ド
の
日
本
語
教
育
分
野
で
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
今
ま
で
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
適
切
な
資
料
を
入
手
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
主
な
原
因
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
日
本
留
学
中
、H

ay

や
我
妻
の
上
記
の
記
載
を
糸
口
に
し
、
佐
野
甚
之
助
自
身
が
こ
れ
に
関
し
て
何
か
覚

え
書
き
を
残
し
て
い
な
い
か
と
考
え
、
偶
然
、
以
下
の
二
冊
の
古
い
文
献
を
発
見
し
た
。
い
ず
れ
の
も
の
も
、
佐
野
甚
之
助
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

1）

佐
野
甚
之
助
﹇
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）﹈：

『
タ
ゴ
ー
ル
先
生
と
自
分
』「
名
士
の
タ
ゴ
ー
ル
観
」、
成
南
社
出
版
、
東

京
、
二
六
六
―
二
八
〇
頁

2）

佐
野
甚
之
助
﹇
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）﹈：

「
印
度
及
印
度
人
」、
丁
未
出
版
社
、
東
京

小
論
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
基
づ
き
、
上
記
の
問
題
を
追
求
し
、
二
〇
世
紀
初
め
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育
状
況
を
把

握
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
本
研
究
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
イ
ン
ド
で
の
日
本
語
教
育
の
起
点
や
そ
の
経
過
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は
、
イ
ン
ド
で
の
日
本
語
教
育
の
基
盤
を
築
い
た
功
労
者
で
あ
り
な
が
ら
、
時
代
を
経
て
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
佐
野
甚
之
助
の
再
評
価
を
企
図
し
て
い
る
。

本
研
究
は
、
次
の
二
つ
の
節
に
よ
り
展
開
さ
れ
る
。
第
一
節
に
当
時
の
イ
ン
ド
の
日
本
語
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
、
及

び
、
日
本
語
教
育
が
行
わ
れ
た
機
関
を
紹
介
し
、
イ
ン
ド
で
日
本
語
教
育
が
導
入
さ
れ
た
理
由
を
論
じ
る
。
第
二
節
で
イ
ン
ド
で
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日
本
語
教
育
が
実
施
さ
れ
た
理
由
や
過
程
を
、
佐
野
に
依
拠
し
て
説
明
す
る
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
も
と
に
、
筆
者
の
考

察
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一

イ
ン
ド
日
本
語
教
育
に
関
わ
っ
て
い
た
人
物
と
機
関

一
―
一

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
一
八
六
一
〜
一
九
四
一
）

ロ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
（
以
下
、
タ
ゴ
ー
ル
と
記
す
）
は
イ
ン
ド
で
初
め
て
日
本
語
教
育
を
導
入
し
た
人
物
で
あ

る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
、
ま
た
、
一
九
一
三
年
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
得
た
著
名
な
人
で
も
あ
る
。
彼
が
、
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
す
る
か
な
り
前
か
ら
、
有
名
な
詩
人
と
し
て
、
日
本
の
学
者
を
始
め
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
者
と
知
り
合
っ
て
い

た
。
日
本
の
学
者
の
中
で
、
最
も
親
し
く
な
っ
た
の
は
、「The

B
ook

of
Tea

（
茶
の
本
）」
な
ど
で
知
ら
れ
る
岡
倉
天
心
（
一

八
六
三
〜
一
九
一
三
）
で
あ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
は
岡
倉
の
思
想
に
非
常
に
影
響
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
を
通
し
て
多
く
の

日
本
の
学
者
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
学
者
た
ち
は
、「
タ
ゴ
ー
ル
の
意
志
や
（
4
）

精
神
」
の
も
と
で
、
イ
ン
ド
で
の
日
本

文
化
や
日
本
語
教
育
の
導
入
及
び
拡
大
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
佐
野
甚
之
助
も
そ
う
し
た
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

一
―
二

佐
野
甚
之
助
（
一
八
八
二
〜
一
九
三
八
）

前
述
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
タ
ゴ
ー
ル
が
日
本
語
教
育
を
導
入
し
た
が
、
そ
れ
を
イ
ン
ド
の
現
場
で
教
授
し
、
日
本
語
教
育

を
実
行
し
た
の
は
佐
野
甚
之
助
（
以
下
は
、
佐
野
）
で
あ
る
。
一
九
〇
五
年
以
前
に
、
イ
ン
ド
で
日
本
語
が
教
授
さ
れ
た
情
報
は

二〇世紀初頭のインドにおける日本語教育
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ま
だ
な
い
た
め
、
佐
野
は
イ
ン
ド
で
の
最
初
の
正
式
な
日
本

語
教
師
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
ず
、
こ
の
佐
野
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
見
て

み
る
。

佐
野
に
つ
い
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
情
報
は
存
在
し

な
い
が
、
様
々
な
資
料
か
ら
情
報
を
集
約
す
る
こ
と
は
で
き

る
。
そ
の
一
つ
の
重
要
な
資
料
は
佐
野
が
卒
業
し
た
慶
應
義
塾
の
図
書
館
に
現
在
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
入
社
帳
」
で
あ

る
。「
入
社
帳
」
に
出
て
い
る
佐
野
の
部
分
を
そ
の
ま
ま
表
1
に
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
佐
野
は
北
海
道
出
身
で
、
甚

左
衛
門
の
長
男
と
し
て
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
に
生
ま
れ
、
一
四
歳
の
時
、
東
京
に
き
て
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九

六
）
に
慶
應
義
塾
に
入
学
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
「
入
社
帳
」
の
情
報
に
加
え
て
、
佐
野
の
慶
應
義
塾
で
の
学
歴
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
い
情
報
が
慶
應
義
塾
に
関
係
の

深
い
新
聞
『
時
事
（
5
）

新
報
』
の
記
事
に
見
え
る
。
こ
の
記
事
は
、
佐
野
の
一
九
〇
五
年
の
イ
ン
ド
訪
問
を
際
し
て
載
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
次
の
通
り
で
（
6
）

あ
る
。

「（
佐
野
は
）
今
よ
り
（
筆
者
注：

一
九
〇
五
年
）
十
年
前
上
京
し
て
義
塾
に
入
り
幼
稚
舎
よ
り
順
を
追
っ
て
大
学
部
に
進
み
、

本
年
遂
に
其
の
学
業
を
了
へ
た
る
な
り
。
是
よ
り
先
き
八
年
前
氏
（
筆
者
注：

佐
野
）
は
塾
内
の
柔
道
部
に
加
入
し
て
嘉
納
流
の

教
師
山
下
義
韶
、
内
田
良
平
両
氏
の
教
導
を
受
け
過
般
既
に
初
段
に
昇
り
今
や
二
段
に
進
ま
ん
と
（
7
）

す
る
。」

こ
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
佐
野
は
慶
應
義
塾
で
、
専
門
勉
強
以
外
に
、
柔
道
習
得
に
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
タ

ゴ
ー
ル
は
日
本
語
及
び
柔
道
の
教
師
を
求
め
て
い
た
た
め
、
佐
野
の
推
薦
者
は
、
彼
の
柔
道
能
力
を
評
価
し
、
タ
ゴ
ー
ル
の
と
こ

表
1：

「
慶
應
義
塾
入
社
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
佐
野
の
情
報

本
人
姓
名：

佐
野
甚
之
助

本
箱
身
分：

渡
島
国
爾
志
郡
熊
石
村
大
字
態
席
平
民
甚
左
衛
門
長
男

生
年
月：
明
治
十
五
年
三
月
生

入
社
年
月：
明
治
二
十
九
年
一
月
入
社

証
人
姓
名：
井
出
徳
太
郎

（『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』、
第
四
巻
、
四
五
〇
頁
）
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ろ
へ
派
遣
さ
せ
る
意
味
を
見
出
し
、
彼
を
推
薦
す
る
こ
と
を
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
佐
野
の
知
人
で
、「
印
度
及
印
度
人
」
の
「
序
」
を
書
い
た
石
田
新
太
郎
は
、
佐
野
の
大
学
に
お
け
る
専
門
に
関
し

て
、「
佐
野
君
は
明
治
三
八
年
我
慶
應
義
塾
大
学
政
治
科
の
出
身
（
8
）

な
り
」
と
い
う
情
報
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
、
石
田
新
太
郎
は
佐
野
の
イ
ン
ド
訪
問
に
つ
い
て
、「
卒
業
後
間
も
な
く
約
に
基
き
詩
人
タ
ゴ
ー
ル
氏
の
招
聘
に
応
じ
て

彼
の
地
に
渡
り
そ
の
家
庭
教
師
た
り
。（
中
略
）
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
帰
朝
せ
ら
れ
（
9
）

た
り
」
と
書
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

佐
野
は
、
二
三
歳
と
い
う
若
さ
で
イ
ン
ド
に
訪
れ
、
帰
国
す
る
ま
で
、
九
年
間
イ
ン
ド
で
日
本
語
や
日
本
文
化
の
導
入
及
び
普
及

に
努
め
た
こ
と
に
な
る
。

タ
ゴ
ー
ル
に
招
か
れ
て
、
佐
野
と
一
緒
に
タ
ゴ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に
訪
れ
た
、
勝
田
蕉
琴
は
、
佐
野
に
関
し
て
、「
明
治
三
八
年

の
秋
だ
っ
た
と
覚
え
て
い
ま
す
が
、（
岡
倉
）
天
心
先
生
の
お
世
話
で
、
佐
野
甚
之
助
さ
ん
と
私
の
二
人
が
、
タ
ゴ
ー
ル
家
に
招

か
れ
て
行
き
ま
し
た
。
佐
野
さ
ん
は
柔
道
の
関
係
で
呼
ば
れ
た
の
で
、
始
め
し
ば
ら
く
ラ
ビ
ン
ド
ロ
ナ
ー
ト
（
タ
ゴ
ー
ル
）
さ
ん

の
家
に
い
ま
し
た
が
、
後
に
サ
ン
チ
ニ
ケ
ー
タ
ン
（
筆
者
注：

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
）
で
柔
道
を
教
え
ま
（
10
）

し
た
」
と
記
述
し
て

い
る
。
佐
野
は
、
タ
ゴ
ー
ル
に
紹
介
さ
れ
て
イ
ン
ド
へ
来
る
の
だ
が
、「
後
ち
、
タ
ゴ
ー
ル
氏
の
紹
介
に
て
ベ
ン
ガ
ー
ル
州
の
土

候
国
ク
ー
チ
、
ベ
ハ
ー
ル
（
筆
者
注：

ビ
ハ
ー
ル
州
）
王
家
の
家
庭
教
師
と
な
り
、
後
更
に
南
印
の
一
大
土
人
州
マ
イ
ソ
ー
ル
王

国
政
府
の
教
官
に
聘
せ
ら
れ
同
国
の
軍
隊
及
警
察
の
顧
問
と
（
11
）

な
る
」
と
い
う
報
告
も
あ
る
。

『
慶
應
義
塾
百
五
十
年
史
資
料
集
』
に
よ
る
と
、
佐
野
は
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
、「
印
度
カ
ル
カ
ッ
タ
市
タ
ゴ
ー

（
12
）

ル
家
」
、
そ
し
て
、
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
に
「c/o

The
Private

Secretary,O
ffice

Palace,M
ysore,I

（
13
）

ndia

」
に
滞
在
し
て

い
た
。

ま
た
、
佐
野
は
、
帰
国
後
、
一
旦
故
郷
へ
戻
り
、「
大
正
四
年
（
一
九
一
四
）」
よ
り
、
母
校
の
慶
應
義
塾
の
「
大
学
部
の
予
科

二〇世紀初頭のインドにおける日本語教育
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に
」
教
員
と
し
て
任
命
さ
れ
、「
日
本
作
文
」
の
授
業
を
担
当
（
14
）

し
た
。
さ
ら
に
、
同
資
料
に
よ
る
と
、
佐
野
は
こ
の
時
期
に
、「
東

京
市
京
橋
区
銀
座
二
ノ
（
15
）

十
三
」
に
住
宅
を
持
ち
慶
應
義
塾
に
通
勤
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

佐
野
は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
で
の
任
期
が
終
わ
っ
て
帰
国
し
て
か
ら
も
タ
ゴ
ー
ル
と
接
触
し
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も

タ
ゴ
ー
ル
や
イ
ン
ド
に
関
わ
る
事
業
に
参
加
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
る
。

例
え
ば
、
佐
野
の
長
女
で
あ
る
、
北
原
友
季
子
は
、
佐
野
と
タ
ゴ
ー
ル
の
友
情
に
つ
い
て
、「
私
が
武
蔵
野
女
子
学
院
の
二
年

の
春
（
筆
者
注：
一
九
一
六
年
）、
タ
ゴ
ー
ル
さ
ん
が
来
日
さ
れ
、
私
は
父
と
帝
国
ホ
テ
ル
へ
参
り
ま
し
た
。
広
い
ロ
ビ
ー
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
三
々
五
々
集
ま
っ
て
談
笑
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
そ
こ
で
待
っ
て
い
ま
す
と
父
が
戻
っ
て
き
て
、
そ
し

て
私
は
父
に
促
さ
れ
、
後
に
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。
と
あ
る
室
の
ド
ア
を
押
し
、
中
に
入
り
ま
す
と
、
ア
ル
バ
ム
に
あ
る
よ
う
な

立
派
な
白
髪
の
老
人
が
、
窓
を
背
に
し
て
ふ
か
ふ
か
と
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
い
ま
し
た
。
父
は
私
を
紹
介
し
て
、『
こ
れ
は
私
の

娘
で
、
十
四
歳
で
す
。』
英
語
を
習
い
た
て
の
私
に
は
そ
れ
以
上
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
ゴ
ー
ル
さ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て

座
っ
た
ま
ま
手
を
差
し
出
さ
れ
握
手
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
（
16
）

し
た
」
と
、
親
密
な
様
子
を
書
き
残
し
て
い
る
。

佐
野
は
、
一
九
三
八
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
佐
野
は
タ
ゴ
ー
ル
よ
り
二
一
歳
年
下
だ
が
、
タ
ゴ
ー
ル
が
亡
く
な
る
三
年
前
に

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
―
三

佐
野
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
献

佐
野
は
帰
国
後
、
タ
ゴ
ー
ル
や
イ
ン
ド
に
関
す
る
様
々
な
（
17
）

文
献
を
公
刊
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
、
本
研
究
に
直
接
関
係
の

あ
る
、
佐
野
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
二
つ
の
文
献
を
紹
介
す
る
。

一
番
目
は
、『
名
士
の
タ
ゴ
ー
ル
観
』
と
い
う
本
に
出
て
い
る
、
佐
野
の
「
タ
ゴ
ー
ル
先
生
と
自
分
」
と
題
す
る
論
文
で
あ
る
。
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こ
の
本
は
、
一
九
一
五
年
に
出
版
さ
れ
た
、
様
々
な
論
文
か
ら
な
る
編
集
版
で
あ
り
、
佐
野
の
論
文
は
二
六
六
頁
か
ら
二
八
〇
頁

の
一
五
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
佐
野
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
の
子
供
た
ち
に
日
本
語
を
教
え
た
自
分
の

経
験
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
佐
野
の
こ
の
論
文
は
、
当
時
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育
を
論
じ
る
も

の
で
は
な
い
。
タ
ゴ
ー
ル
家
、
タ
ゴ
ー
ル
が
作
っ
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
な
ど
を
実
際
に
日
本
人
に
紹
介
し
て
い
る
論
文

で
あ
る
。
佐
野
は
こ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
で
日
本
語
も
教
え
た
た
め
、
そ
の
と
き
の
様
子
に
も
言
及
し
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。
た
だ
、
佐
野
の
こ
の
日
本
語
教
育
に
関
す
る
記
載
は
当
時
の
日
本
人
に
対
し
て
、
概
略
的
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
で
は
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
歴
史
を
知
る
た
め
に
重
要
な
研
究
資
料
に
な
っ
て
い
る
点

は
強
調
し
て
お
き
た
い
。

二
番
目
は
、
一
九
一
七
年
に
発
行
さ
れ
た
、『
印
度
及
印
度
人
』
と
い
う
単
行
本
で
あ
る
。
佐
野
は
、
イ
ン
ド
で
の
日
本
語
教

育
の
こ
と
を
日
本
人
に
知
ら
せ
る
た
め
に
書
い
た
「
タ
ゴ
ー
ル
先
生
と
自
分
』
の
よ
う
に
、
こ
の
本
を
イ
ン
ド
と
い
う
国
及
び
そ

の
社
会
状
況
を
日
本
に
紹
介
す
る
た
め
に
書
い
た
の
で
あ
る
。
石
田
新
太
郎
は
、
佐
野
は
こ
の
本
を
「
在
印
度
中
見
聞
せ
し
所
を

基
礎
と
し
て
諸
種
の
書
籍
を
渉
猟
し
特
に
現
時
彼
地
に
て
発
行
せ
ら
る
る
新
聞
雑
誌
を
参
考
し
て
社
会
一
般
の
事
情
を
記
述
せ
ら

れ
た
る
（
18
）

も
の
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
本
に
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま

で
数
カ
所
で
引
用
し
て
き
た
石
田
新
太
郎
の
序
文
は
こ
の
本
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
―
四

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
は
、
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
タ
ゴ
ー
ル
は
詩
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
は
イ
ン
ド
の
思
想
家
及
び
教
育
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
、
彼
は
日
本
の
革
新
的
思
想
家
で
あ
る
福
沢
諭
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吉
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
一
）
と
並
び
評
さ
れ
る
。
彼
は
、
日
本
で
の
福
沢
諭
吉
や
岡
倉
天
心
と
同
様
に
、
イ
ン
ド
人
の
教
育
の

た
め
に
、
そ
の
出
身
地
で
一
つ
の
教
育
機
関
を
設
立
し
、
そ
れ
を
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
と
名
付
け
た
。
佐
野
は
こ
の
学
園

を
逐
語
的
に
「
平
（
19
）

和
郷
」
と
訳
し
て
い
る
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
の
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
」
は
「
平
和
」
の
意
味
を
用
い
、「
ニ
ケ

ト
ン
」
は
「
家
、
あ
る
い
は
、
故
郷
」
と
言
う
。
同
学
園
は
、
現
在
日
本
の
イ
ン
ド
学
者
の
間
で
は
一
般
に
「
タ
ゴ
ー
ル
（
20
）

学
園
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
の
よ
う
に
、
こ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
も
、
一
九
二
一
年
に
ビ
シ
ュ
ワ
バ
ラ

テ
ィ
大
学
と
し
て
拡
大
さ
れ
、
中
に
「N

ippon
Bhaw

an

（
日
本
語
学
科
）」
と
い
う
学
科
も
あ
り
、
日
本
語
教
育
に
も
力
を
注

ぎ
、
現
在
も
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
を
継
承
し
て
（
21
）

い
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
は
、
イ
ン
ド
の
コ
ル
カ
タ
市
（
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
市
）
の
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。
コ
ル
カ
タ
市

は
、
一
九
一
二
年
ま
で
英
領
イ
ン
ド
政
府
の
首
都
で
あ
っ
た
た
め
、
外
国
人
の
集
ま
り
や
す
い
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
こ
の

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
も
注
目
を
集
め
、
結
果
的
に
日
本
語
教
育
も
含
め
て
学
園
の
教
育
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
同
学
園
は
も

と
も
と
「
五
人
の
学
生
を
も
っ
て
、
一
九
〇
一
年
十
二
月
に
（
22
）

発
足
」
し
た
。
佐
野
は
、
こ
の
学
園
の
発
足
当
時
の
様
子
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
日
本
出
発
前
当
時
（
一
九
〇
五
年
）
は
、
こ
の
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
（
筆
者
注：

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
）
塾
は
、

一
個
の
徐
々
た
る
コ
レ
ッ
ヂ
に
し
て
、
学
生
数
百
名
を
有
す
る
な
ら
ん
と
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
行
っ
て
見
る
と
八
九
歳
の

幼
年
よ
り
十
四
五
年
の
少
年
生
徒
わ
ず
か
に
三
十
名
許
り
居
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
（
23
）

し
た
。」

一
―
五

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
の
言
語
観

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
は
日
本
語
だ
け
の
学
校
で
は
な
い
。
タ
ゴ
ー
ル
は
こ
れ
を
ア
ジ
ア
の
文
化
を
広
げ
る
た
め
に
創
立
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し
て
い
た
。
タ
ゴ
ー
ル
は
岡
倉
天
心
と
同
様
に
、
ア
ジ
ア
の
文
化
の
本
質
を
信
じ
て
い
た
。
彼
は
、
ア
ジ
ア
の
文
化
が
決
し
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
よ
り
劣
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
そ
の
政
治
且
つ
軍
事
力
の
基
で
世
界
の
国
々
を
抑
圧
し
、
そ

の
文
化
を
圧
迫
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
文
化
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
と
同
等
の
位
置
に
持
ち
あ
げ
る
た
め
に
、
ア

ジ
ア
文
化
の
復
興
を
強
調
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ア
ジ
ア
の
学
者
の
交
流
の
場
所
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
も
そ
の
理
由
か
ら
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

タ
ゴ
ー
ル
は
ま
た
、
日
本
、
中
国
、
そ
し
て
イ
ン
ド
が
ア
ジ
ア
の
文
化
の
柱
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
世
界
の

学
者
を
イ
ン
ド
の
文
化
を
学
習
す
る
よ
う
に
招
く
一
方
で
、
イ
ン
ド
人
に
日
本
や
中
国
の
文
化
を
紹
介
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
こ

こ
で
、
強
調
せ
ぬ
は
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
や
中
国
の
学
者
だ
け
に
限
ら
ず
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
研
究
す
る
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
者
を
招
聘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
学
者
を
は
じ
め
、
世
界
の
多
く
の
学
者
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
へ
招
か
れ
た
。
表
2

は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
が
創
立
し
て
か
ら
一
九
〇
（
24
）

六
年
ま
で
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
へ
来
た
日
本
の
学
者
の
リ
ス
ト
で
あ

る
。表

2
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学

園
は
語
学
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
研
究
機
関
と
し
て
の
側
面

が
む
し
ろ
注
目
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
両
国
の
言
語
学
習
に
関
す
る
考
え
も
ず
い
ぶ
ん
強

か
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
や
岡
倉
は
か
な
り
前
か
ら
文
化
を
理
解

す
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
と
日
本
は
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国

表
2：

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
を
訪
ね
た
日
本
人
学
者

学
者
名

堀
至
徳

横
山
大
観

佐
野
甚
乃
助

河
口
慧
海

勝
田
蕉
琴

訪
ね
た
年

一
九
〇
二
年

一
九
〇
三
年

一
九
〇
五
年

一
九
〇
六
年

一
九
〇
六
年

訪
ね
た
理
由

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
学
習

不
明

柔
道
と
日
本
語
教
授

梵
語
学
習

美
術
教
授

（
吾
妻
、
一
九
八
〇：

二
八
―
二
九
よ
り
表
の
形
に
筆
者
作
成
）
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の
言
語
を
学
習
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
の
創
立
後
す
ぐ
、
岡
倉
は
自
分
の
弟
子

を
、
イ
ン
ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
を
学
習
す
る
た
め
に
送
っ
た
。
そ
し
て
、
一
方
の
タ
ゴ
ー
ル
も
、
日
本
の
文
化
を
理
解
す
る
た

め
に
日
本
語
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
最
初
か
ら
日
本
に
対
し
て
日
本
語
講
師
の
派
遣
を
要
請
し
た
。
佐
野
は
、

そ
の
最
初
の
日
本
語
教
師
で
あ
る
。

一
―
六

佐
野
の
推
薦
者

上
述
の
よ
う
に
、
佐
野
は
タ
ゴ
ー
ル
の
招
聘
で
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
へ
日
本
語
と
柔
道
を
教
え
に
行
っ
た
。
た
だ

し
、
佐
野
に
つ
い
て
事
前
に
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
タ
ゴ
ー
ル
が
、
佐
野
を
直
接
招
い
た
と
は
思
え
な
い
。
そ
の
た

め
、
前
述
の
よ
う
に
タ
ゴ
ー
ル
は
人
物
を
特
定
せ
ず
、
た
だ
柔
道
及
び
日
本
語
の
教
師
を
求
め
た
。
そ
こ
で
、
タ
ゴ
ー
ル
は
日
本

の
だ
れ
に
依
頼
し
た
か
、
そ
し
て
、
だ
れ
が
佐
野
を
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
に
行
く
よ
う
に
推
薦
し
た
か
と
い
う
問
題
が
浮
か
ん

で
く
る
。
そ
の
答
え
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
発
掘
さ
れ
た
資
料
を
分
析
す
る
と
、
可
能
性
と
し
て
、
佐
野
を
推
薦
し
た
三
名
が
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
人
は
岡
倉
天
心
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
、
佐
野
と
一
緒
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
へ
行
っ
た
勝
田
蕉
琴
（
表
2
を
参

照
）
が
、「（
岡
倉
）
天
心
先
生
の
お
世
話
で
、
佐
野
甚
之
助
さ
ん
と
私
の
二
人
が
、
タ
ゴ
ー
ル
家
に
招
か
れ
て
い
き
ま
（
25
）

し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
岡
倉
は
そ
の
推
薦
者
の
一
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
番
目
の
推
薦
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
五
）
で
あ
る
。
河
口
の
推
薦
に
関
し
て
『
時
事

新
報
』
に
は
、「
日
本
語
を
そ
の
子
弟
に
授
け
ん
と
す
る
も
の
に
し
て
さ
る
五
月
頃
（
筆
者
注：

一
九
〇
四
年
五
月
）
河
口
（
慧

海
）
氏
ま
で
適
当
の
教
師
を
周
旋
し
く
れ
と
の
依
頼
あ
り
し
か
ば
氏
は
実
弟
河
口
平
揚
氏
に
其
旨
を
通
ひ
平
揚
氏
は
爾
来
諸
方
に
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交
渉
の
上
柔
道
の
方
は
佐
野
氏
（
省
略
）
を
選
定
し
た
る
次
第
（
26
）

な
る
」
と
い
う
詳
細
な
情
報
が
あ
る
。
タ
ゴ
ー
ル
の
こ
の
依
頼

は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
九
〇
三
年
の
河
口
の
イ
ン
ド
訪
問
、
さ
ら
に
タ
ゴ
ー
ル
と
の
対

面
に
つ
い
て
、
河
口
は
「
一
九
〇
三
年
一
月
に
カ
ル
カ
ッ
（
27
）

タ
着
」
、
そ
し
て
、
再
び
「
同
年
一
〇
月
に
カ
ル
カ
ッ
タ
着
。
カ
ル

カ
ッ
タ
大
学
の
寄
宿
舎
に
入
り
、
梵
語
研
究
を
始
め
る
。
タ
ゴ
ー
ル
邸
に
（
28
）

寄
宿
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
河
口
が
佐
野
の
こ
と

を
知
り
合
う
十
分
前
に
タ
ゴ
ー
ル
と
知
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
表
2
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
河
口

は
、
佐
野
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
に
滞
在
し
て
い
る
間
、
一
九
〇
六
年
に
「
梵
語
を
学
ぶ
（
一
（
29
）

か
月
）」
た
め
に
シ
ャ
ン
テ
ィ

ニ
ケ
ト
ン
へ
行
っ
た
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

佐
野
の
推
薦
者
と
し
て
三
番
目
に
出
て
く
る
名
前
は
福
沢
諭
吉
で
あ
る
。
し
か
し
、
タ
ゴ
ー
ル
は
一
九
〇
一
年
一
二
月
に
シ
ャ

ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
を
設
立
し
た
。
そ
し
て
、
福
沢

は
そ
の
一
〇
ヶ
月
前
、
つ
ま
り
、
一
九
〇
一
年

（
30
）

二
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
福
沢
は
佐
野
を
直
接
推
薦
し
た
と
は
言
い

が
た
い
。
た
だ
し
、
福
沢
と
佐
野
の
間
に
あ
っ
た

親
し
い
関
係
は
佐
野
の
進
路
の
助
け
と
な
っ
た
こ

と
は
予
想
さ
れ
る
。
福
沢
と
佐
野
の
関
係
に
関
し

て
次
の
よ
う
な
情
報
が
あ
る
。
佐
野
は
、
学
生
時

代
に
「
福
沢
家
の
一
室
を
借
り
て
通
学
（
31
）

し
て
」
お

り
、
福
沢
が
提
示
し
た
様
々
な
学
説
や
理
論
な
ど

佐野の家族の写真
（出典：慶應義塾福沢研究センター）
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の
普
及
に
大
き
く

（
32
）

関
っ
て
、
福
沢
と
慶
應
義
塾
の
あ
り
方
や
学
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
福
沢
の
葬
儀
の
時
に
「
樒
係
」
と
し
て
名
前
が
見
え
る
よ
う
に
、
若
い
学
生
で
あ
り
な
が
ら
福
沢
が
親
交
が
深

（
33
）

か
っ
た
。

佐
野
の
推
薦
者
は
、
佐
野
と
福
沢
の
間
の
こ
の
よ
う
な
親
し
い
関
係
お
よ
び
、
彼
の
柔
道
能
力
を
考
慮
し
、
彼
を
推
薦
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
福
沢
は
佐
野
の
直
接
的
な
推
薦
者
で
な
く
て
も
、
間
接
的
な
推
薦
者
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

二

佐
野
及
び
イ
ン
ド
の
日
本
語
の
授
業

二
―
一

佐
野
が
イ
ン
ド
に
来
た
理
由

佐
野
は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
へ
行
く
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
一
昨
年
（
一
九
一
三
年
）
ロ
ビ
先
生
（
タ
ゴ
ー
ル
の
こ
と
）
が
名
誉
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
金
を
得
て
、
世
界
の
大
詩
人
た
る
を

認
め
ら
れ
た
る
が
為
に
、
今
迄
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
居
っ
た
人
々
も
、
彼
に
驚
き
の
眼
を
張
り
て
彼
が
詩
歌
を
見
、
ま
た
そ
の
思
想
の

根
底
を
成
せ
る
哲
学
と
か
、
宗
教
と
か
を
研
究
せ
ん
と
す
る
も
の
続
出
す
る
に
至
っ
た
如
く
。
丁
度
明
治
三
十
七
八
年
の
日
露
戦

役
は
、
日
本
を
世
界
に
紹
介
し
た
の
で
、
印
度
の
人
士
も
、
西
欧
の
一
大
強
国
学
退
し
た
る
東
洋
の
一
小
国
を
ば
、
非
常
の
尊
敬

と
愛
慕
の
念
を
以
て
迎
ふ
る
に
至
り
、（
中
略
）
ロ
ビ
先
生
も
亦
大
の
日
本
憧
憬
者
で
（
省
略
）
あ
っ
て
、
そ
の
為
に
私
は
印
度
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に
招
か
（
34
）

れ
た
」
と
佐
野
は
指
摘
し
て
い
る
。

二
―
二

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
の
日
本
語
の
授
業
の
構
成

佐
野
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
の
そ
の
日
本
語
の
授
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「（
省
略
）
日
本
語
の
ク
ラ
ス
に
は
、
ロ
ビ
先
生
（
筆
者
注：

タ
ゴ
ー
ル
の
こ
と
）
が
特
に
優
秀
な
る
生
徒
八
名
を
選
拔
し
て
呉

れ
ま
し
た
。
十
二
三
歳
の
少
年
達
で
あ
り
ま
（
35
）

し
た
。」

前
述
の
よ
う
に
、
佐
野
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
に
到
着
す
る
際
、
学
園
に
三
〇
名
余
り
の
学
習
者
が
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
中
で
八
名
し
か
日
本
語
の
学
習
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
学
園
の
全
て
の
学
習
者
が

日
本
語
を
学
習
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
特
に
、
優
秀
な
る
生
徒
」
と
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
言
語
学
習

に
優
れ
た
学
習
者
だ
け
が
日
本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
。

佐
野
は
、
こ
れ
ら
の
学
習
者
の
名
前
を
出
し
て
い
な
い
し
、
彼
ら
が
日
本
語
を
学
習
し
た
結
果
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
日
本
語
能
力

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
学
習
者
が
学
習
し
た
日
本
語
を
将
来

ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
情
報
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
学
習
者
達
は
一
二
・
一
三
歳
頃
日
本
語
を
習
い
は
じ

め
て
、
佐
野
が
こ
の
論
文
を
書
く
時
に
は
、
も
う
二
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
佐
野
は
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
を
出
た

学
生
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二
―
三

日
本
語
の
授
業
の
流
れ

佐
野
は
ま
た
、
日
本
語
を
ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
次
の
よ
う
に
残
し
て
い
る
。
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「
私
は
初
め
羅
馬
字
を
以
て
日
本
語
を
教
授
せ
ん
と
し
ま
し
た
が
、
ロ
ビ
先
生
の
要
求
で
、
片
仮
名
を
以
て
教
ゆ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
先
づ
イ
ロ
ハ
の
発
音
を
教
へ
て
み
た
る
に
多
く
は
『
ツ
』
と
『
ス
』
を
最
初
二
三
度
は
『
チ
ュ
』
と
『
シ
ュ
』
の
如
く
発

音
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
直
ち
に
匡
正
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
ベ
ン
ガ
ル
人
の
癖
で
ス
ク
ー
ル
を
シ
ュ
ク
ル
、
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
を
シ
ョ
ン
シ
ュ
ク
リ
ッ
ト
と
発
音
し
ま
す
。
ま
た
、
英
語
で
『
ａ
』
を
以
て
表
は
し
て
居
る
イ
ン
ド
語
を
彼
等
の

言
ふ
の
を
聞
け
ば
『
オ
』
と
発
音
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
詩
人
の
名
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
を
ロ
ビ
ン
ド
ラ
と
云
ふ
て
居

り
（
36
）

ま
す
。」

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
で
日
本
語
を
教
え
る
前
に
、
佐
野
が
教
授
法
に
つ
い
て
の
訓
練
を
受
け
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
確

で
は
な
い
が
、
上
記
の
文
を
見
る
と
、
教
え
な
が
ら
日
本
語
の
教
授
法
に
つ
い
て
同
時
に
模
索
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
さ
ら
に
、
以
下
の
文
を
見
る
と
、
彼
が
イ
ン
ド
の
言
語
と
日
本
語
の
言
語
構
造
や
文
法
を
比
較
し
な
が
ら
に
教
え
る
よ
う
な

道
を
探
し
始
め
て
い
た
と
言
え
る
。

「
ベ
ン
ガ
ル
語
は
そ
の
語
源
を
世
界
の
言
語
中
最
も
難
し
い
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
発
す
る
が
故
ベ
ン
ガ
ル
の
少
年
共
に
は
、
日

本
語
の
音
の
如
き
は
頗
る
簡
単
な
る
も
の
で
、
且
つ
そ
の
文
法
は
両
語
相
似
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
容
易
に
習
得
す
る
こ
と
が

出
来
、
ロ
ビ
先
生
も
大
に
喜
ん
で
居
ら
れ
ま
（
37
）

し
た
。」

二
―
四

佐
野
の
日
本
語
に
対
す
る
感
情

佐
野
の
イ
ン
ド
訪
問
に
つ
い
て
、
学
者
た
ち
は
、
彼
が
「
柔
道
及
び
日
本
語
」
を
教
え
る
た
め
に
、
タ
ゴ
ー
ル
に
招
か
れ
た
と

指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
佐
野
が
自
分
の
論
文
で
「
柔
道
及
び
日
本
語
」
の
順
序
を
変
え
て
、「
ロ

ビ
ン
ド
ラ
、
ナ
ー
ト
、
タ
ゴ
ー
ル
先
生
に
招
聘
せ
ら
れ
て
、
ベ
ン
ガ
ル
州
の
片
田
舎
に
設
立
せ
る
先
生
の
私
塾
に
、
日
本
語
と
柔
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道
の
教
師
と
し
て
赴
任
（
38
）

し
た
」、「
私
は
前
に
も
言
ふ
た
通
り
、
日
本
語
と
柔
道
の
教
師
と
し
て
居
つ
た
の
（
39
）

で
す
」
と
い
う
ふ
う
に

二
回
も
記
述
し
て
お
り
、「
日
本
語
」
を
「
柔
道
」
よ
り
優
先
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
佐
野
が
外
国
人
に
柔
道
よ

り
も
母
語
の
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に
満
足
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
―
五

英
領
政
府
の
圧
力

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
滞
在
中
、
佐
野
は
植
民
地
の
問
題
も
経
験
し
、
そ
れ
が
タ
ゴ
ー
ル
の
学
園
の
展
開
に
与
え
た
影
響
の
こ

と
も
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
に
は
「
少
年
生
徒
僅
か
に
三
十
名
許
り
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
ビ
先
生
は
之
に
満
足
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
方
に
は
資
金
の
豊
富
な
ら
ざ
る
あ
り
、
他
方
に
は
官
僚
の
迫
害
あ
り
て
規
模
を
拡
張
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
（
40
）

で
す
。」

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
「
三
年
前
（
筆
者
注：
一
九
一
二
）
先
生
が
渡
英
し
た
時
、
こ
れ
ま
で
官
吏
に
し
て
そ
の
子
弟
を
『
平

和
卿
』
の
塾
に
入
門
せ
し
む
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
の
ベ
ン
ガ
ル
州
政
府
の
禁
令
は
撤
廃
さ
る
る
に
至
」
っ
た
と

さ
れ
て
（
41
）

い
る
。
ま
た
、
佐
野
に
よ
る
と
、
タ
ゴ
ー
ル
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
も
ら
っ
て
か
ら
、
こ
の
問
題
は
緩
和
し
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
い
ご
に

世
界
の
日
本
語
教
育
史
を
見
る
と
、
二
〇
世
紀
の
初
め
に
、
日
本
語
教
育
が
世
界
の
様
々
な
と
こ
ろ
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
こ
れ
は
三
つ
の
方
法
で
広
が
っ
て
い
る
。
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ま
ず
は
、
日
本
政
府
の
植
民
地
支
配
や
占
領
政
策
に
よ
っ
て
、
台
湾
、
韓
国
、
そ
し
て
、
戦
時
下
の
東
南
ア
ジ
ア
等
で
導
入
さ

れ
た
日
本
語
教
育
で
あ
る
。
二
番
目
に
、
戦
略
的
な
理
由
で
そ
の
軍
隊
に
日
本
語
を
教
え
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
よ
う
な
国
は
こ
れ
に
当
た
る
。
最
後
に
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
、
日
本
語
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
を
最
も
よ

く
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
日
本
語
教
育
が
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。

イ
ン
ド
で
の
日
本
語
教
育
は
こ
の
三
つ
の
種
類
の
ど
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
一
方
、
イ
ン
ド
の
日
本
語
教
育
は
あ
る
人
の

個
人
的
な
努
力
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
政
府
の
支
援
ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
に
反
対
す
る
圧
力
を
受
け
な
が
ら
展
開
し
て
行
く
。
そ
の
た

め
に
、
こ
の
時
期
の
日
本
語
教
育
は
イ
ン
ド
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
な
く
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
、
あ
る
い
は
少
し
広
げ
て

も
、
コ
ル
カ
タ
市
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
反
面
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
の
日
本
語
教
育
は
、

政
府
の
支
援
が
な
く
て
も
導
入
さ
れ
た
と
い
う
積
極
的
な
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
の
日
本
語
教
育
を
語
る
時
、
も
う
一
つ
指
摘
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
等
教
育
で
の
日

本
語
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
。
世
界
の
日
本
語
教
育
の
歴
史
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
一
九
一
八
年
に
シ
ド
ニ
ー
の
フ
ォ
ー
ト
・

ス
ト
リ
ー
ト
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
ノ
ー
ス
・
シ
ド
ニ
ー
・
ハ
イ
ス

（
42
）

ク
ー
ル
と
い
う
二
つ
の
学
校
で
は
じ
め
て
日
本
語
教
育
を
導
入

し
た
と
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
中
等
教
育
の
分
野
で
日
本
語
教
育
を
始
め
た
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
あ
る
と
い
う
主
張
が
強
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
今
ま
で
論
じ
て
き
た
通
り
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
で
は
一
九
〇
五
年
と
い
う
早
い
時
期
に
日
本
語
教

育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
は
、
こ
の
時
期
に
ま
だ
教
育
機
関
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
の
で
、
中
等
教
育
に
お
け
る
日
本
語
学
習
が
イ
ン
ド
で
始
め
て
導
入
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
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し
か
し
な
が
ら
、
日
本
語
教
育
と
い
う
も
の
は
、
子
供
た
ち
に
日
本
語
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
イ

ン
ド
の
子
供
達
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
よ
り
ず
い
ぶ
ん
前
に
日
本
語
と
接
触
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
で
は
日
本
語
教
育
が
タ
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
タ
ゴ
ー
ル
の
当
初
考
え
て
い

た
構
想
通
り
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
が
様
々
な
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
日
本
語
教
育
を
導
入
し
た
こ
と
は
現
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
佐
野
甚
之
助
が
タ
ゴ
ー
ル
の
招
聘
に
応
え
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
学
園
へ
来
な
か
っ
た
ら
可
能
に
な
ら

な
か
っ
た
し
、
佐
野
が
日
本
語
を
教
え
る
際
の
経
験
を
書
き
記
さ
な
か
っ
た
ら
、
次
世
代
の
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
歴
史
的
な
事

実
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（
1
）H

ay,1970

、
我
妻
、
一
九
八
一
、
山
崎
・
長
崎
、
一
九
九
三

（
2
）H

ay：
42

（
3
）
我
妻：

二
八
―
二
九

（
4
）
我
妻：

三
二

（
5
）
『
時
事
新
報
』
は
、
慶
應
義
塾
大
学
を
設
立
し
た
、
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
五
〜
一
九
〇
一
）
に
よ
っ
て
一
八
八
二
年
に
創
刊
さ
れ
た
新

聞
で
、
国
内
外
の
諸
分
野
に
渡
る
記
事
を
掲
載
す
る
一
般
的
な
新
聞
で
あ
る
が
慶
應
義
塾
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て
は
特
に
詳
し
く
掲

載
さ
れ
る
。

（
6
）
注：

本
論
に
引
用
す
る
文
献
の
旧
字
体
は
、
新
字
体
に
改
め
た
。

（
7
）
時
事
新
報
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
一
〇
月
一
日
。

（
8
）
佐
野
、
一
九
一
七：

ii
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（
9
）
佐
野
、
一
九
一
七：

ii

（
10
）
勝
田
、
一
九
五
九：

六

（
11
）
佐
野
、
一
九
一
七：

ii

（
12
）
慶
應
百
五
十
年
資
料
集
、
第
二
巻：

一
一
八

（
13
）
慶
應
百
五
十
年
資
料
集
、
第
二
巻：

一
七
五

（
14
）
慶
應
百
五
十
年
資
料
集
、
第
二
巻：

五
五
二

（
15
）
同
上：

二
一
七

（
16
）
北
原
、
一
九
六
〇：
四

（
17
）
佐
野
の
著
書
の
中
に
は
、
タ
ゴ
ー
ル
の
小
説
「
ゴ
ラ
（
一
九
二
四
）」
及
び
・
ボ
ン
キ
ム
・
チ
ョ
ン
ド
ロ
・
チ
ャ
ッ
ト
ラ
ヂ
イ
の
「
二

つ
の
指
輪
（
一
九
二
五
）」
の
和
訳
の
他
に
、「
ガ
ン
デ
ィ
と
其
の
思
想
（
一
九
二
七
）」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

（
18
）
佐
野
、
一
九
一
七：

二
―
三

（
19
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
二

（
20
）
我
妻：

二
八

（
21
）
詳
細
はhttp://w
w
w
.visvabharati.ac.in/

を
参
照
。
ア
ク
セ
ス
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
二
日

（
22
）
我
妻：

二
八

（
23
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
四

（
24
）
こ
の
後
も
多
く
の
日
本
人
学
者
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
ト
ン
へ
訪
ね
て
い
る
。
我
妻
（
一
九
八
一：

三
一
）
は
こ
の
よ
う
な
交
流
に
関
し

て
「
現
在
の
日
本
の
状
態
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
何
ら
特
筆
べ
き
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
、
一

般
に
海
外
留
学
者
、
文
化
交
流
者
の
少
な
か
っ
た
時
代
に
（
省
略
）
タ
ゴ
ー
ル
の
学
園
と
日
本
の
間
に
前
述
の
交
流
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
、
タ
ゴ
ー
ル
自
身
の
意
志
と
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
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（
25
）
勝
田
、
一
九
五
九：

六

（
26
）
時
事
新
報
、
一
九
〇
五：

八

（
27
）
河
口
、
二
〇
一
五：

三
〇
四

（
28
）
同
上：

三
〇
六

（
29
）
同
上：
三
〇
六

（
30
）
慶
應
義
塾
百
年
史
、
一
九
六
〇：

五
一
二

（
31
）
高
橋
、
一
九
七
四：

三
三
〇

（
32
）
詳
細
は
、
高
橋
、
一
九
七
四：

一
四
二
を
参
照

（
33
）
慶
應
義
塾
百
年
史
、
一
九
六
〇：

五
一
四

（
34
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
六
六
―
二
六
七

（
35
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
五

（
36
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
七

（
37
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
六
―
二
七
七

（
38
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
六
六

（
39
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
五

（
40
）
佐
野
、
一
九
一
五：

二
七
四

（
41
）
同
上

（
42
）
島
津
、
二
〇
〇
四：

五
一
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